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史
料
紹
介

松
浦
武
四
郎
幕
末
書
簡
お
よ
び
関
連
文
書

｜
｜
吉
永
孝
雄
氏
所
蔵
「
松
浦
武
四
郎
翁
尺
臆
」
｜
｜

堀

正

幕
末
に
お
け
る
大
旅
行
家
と
し
て
、
と
り
わ
け
最
大
の
蝦
夷
地
探
険
家
で
明
治
初
年
の
北
海
道
名
や
そ
の
国
名
・
郡
名
の
撰
定
者
と

（
叶
ふ

し
て
知
ら
れ
る
松
浦
武
四
郎
の
生
涯
お
よ
び
そ
の
活
動
・
業
績
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
す
で
に
横
山
健
堂
『
松
浦
武
四
郎
』
（
昭

和
十
九
年
）
や
『
定
本
・
松
浦
武
四
郎
』
上
下
（
昭
和
四
十
七
年
・
四
十
八
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
吉
田
武
三
の
一
連
の
著
作
そ
の

臨

rよ
っ
て
詳
細
に
跡
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
か
れ
の
膨
大
な
量
に
の
ぼ
る
著
作
類
の
翻
刻
も
か
な
り
進
ん
で
お
り
な
「
の
点

で
、
松
浦
武
四
郎
研
究
に
必
要
な
基
本
的
史
料
は
ほ
ぼ
出
揃
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

（

4
）
 

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
伝
記
研
究
は
主
と
し
て
、
武
四
郎
が
明
治
初
年
に
書
い
た
『
自
筆
松
浦
武
四
郎
日
記
』
に
依
拠
し
つ
つ
、
か

れ
の
遺
し
た
各
種
の
旅
行
日
誌
類
で
補
な
う
と
い
う
叙
述
の
ス
タ
イ
ル
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
空
白
が
あ
る

こ
と
に
気
付
か
せ
ら
れ
る
。
と
く
に
、
嘉
永
六
年
の
ペ
リ
1
来
航
前
後
、
水
戸
藩
を
中
心
と
し
た
嬢
夷
論
者
た
ち
と
の
交
友
を
深
め
て

い
た
時
期
や
、
安
政
五
年
、
幕
府
御
雇
と
し
て
の
蝦
夷
調
査
を
終
え
て
帰
府
し
て
以
後
、
明
治
維
新
を
む
か
え
る
ま
で
の
時
期
な
ど
が

そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
日
記
そ
の
も
の
が
簡
単
な
事
実
の
み
の
記
述
で
あ
っ
た
り
、
す
で
に
散
侠
・
亡
失
し
た
と
み
ら
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れ
る
日
誌
類
を
参
照
す
る
よ
う
指
示
し
た
り
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
幕
末
の
政
治
的
変
動
期
に
、
武
四
郎
が
何
を
考
え
、
ど
の
よ
う
に

行
動
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
日
記
中
に
登
場
す
る
吏
友
人
物
か
ら
推
測
す
る
以
外
、

そ
の
具
体
的
な
詳
細
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
空
白
を
埋
め
る
重
要
な
手
段
と
な
る
の
が
、
吉
田
武
三
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に

τ
F地
に
ま
だ
か
な
り
散
在
し
て

い
る
と
み
ら
れ
る
、
か
れ
の
書
簡
類
を
収
集
・
整
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
横
山
健
堂
や
吉
田
武
三
が
、
数
通
の
翻
刻
・

紹
介
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
神
宮
文
庫
蔵
『
松
浦
武
四
郎
書
簡
』

の
概
略
を
紹
介
し
た
荒
川
久
害
夫
に
よ
る
と
、
伊
勢
の
足
代
家
や
津

の
川
喜
多
家
な
ど
に
ま
だ
多
数
残
っ
て
お
り
、
そ
の
他
各
方
面
に
も
散
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
す
）

渡
辺
得
次
郎
旧
蔵
中
に
含
ま
れ
て
い
た
の
を
戦
争
後
入
手
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、

そ
れ
以
前
の
伝
来
経
路
は
不
明
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
松
浦
武
四
郎
の
書
簡
お
よ
び
関
連
文
書
類
は
、

い
ず
れ
も
伊
勢
の
神
宮
で
あ
っ
た
足
代
家
に
所
蔵
さ
れ
て

い
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
現
在
、
吉
永
孝
雄
氏
（
羽
衣
学
園
短
期
大
学
）
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
書
簡
四
通
と
そ

の
他
幕
末
期
の
幕
府
・
諸
藩
の
動
向
を
伝
え
る
文
書
類
九
通
と
が
、
と
も
に
巻
子
一
巻
に
装
輔
さ
れ
桐
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
桐
箱

の
蓋
に
は
「
松
浦
武
四
郎
翁
尺
膿
」
と
上
書
さ
れ
て
お
り
、
巻
子
の
題
策
は
「
松
浦
武
四
郎
」
と
あ
る
。
吉
永
氏
の
お
話
に
よ
れ
ば
、

渡
辺
得
次
郎
に
は
す
で
に
戦
前
、
そ
の
所
蔵
す
る
書
簡
類
を
「
梢
史
料
に
資
す
べ
き
も
の
と
、
筆
蹟
墓
賞
に
値
す
る
も
の
と
を
併
せ

録
す
」
と
述
べ
て
、
自
ら
解
読
・
編
集
の
う
え
、
諸
家
の
解
説
を
付
し
て
自
家
出
版
し
た
『
名
家
尺
贋
』
全
四
軒
一
か
あ
る
が
、
今
回
こ

こ
に
紹
介
す
る
松
浦
武
四
郎
の
も
の
は
一
通
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
右
の
基
準
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
た
も
の
か
、
あ
る

い
は
あ
ま
り
興
味
を
惹
か
れ
な
か
っ
た
も
の
な
の
か
、

そ
の
あ
た
り
は
わ
か
ら
な
い
。
第
五
輯
以
後
に
で
も
収
録
す
る
つ
も
り
で
あ
っ

た
の
が
、
戦
中
・
戦
後
の
混
乱
の
な
か
で
、

つ
い
に
そ
の
機
会
を
失
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
巻
子
一
巻
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
四
通
の
書
簡
は
す
べ
て
足
代
弘
訓
妬
）
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
か
ら
ペ
リ
l



の
二
度
目
の
日
本
来
航
以
後
の
幕
聞
や
世
情
の
動
向
を
報
告
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
各
書
簡
と
も
年
や
月

を
欠
い
て
い
る
も
の
の
、

そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
安
政
元
年
二
月
十
一
日
・
同
三
月
五
日
・
同
三
月
十
一
日
・
安
政
三
年
二
月
二
日
と

と推
い定
えさ
るれ

参そ
考そ
りの
た占

吟：さ

需前
氏主

~ m 
百官 日間

ぎ芸
交易
担主 フ「

店き

長党
定い
主る

~ : 
7 文
i二庫
福蔵
げ.：ヲ
7’位4

云曹
三τ歯
こ）郎
れ書
ら簡
の』
書を
簡補
を完
参す
照る
す関
る係

とあ
にる
よも
つの

て
、
志
士
た
ち
と
の
交
友
も
含
め
た
武
四
郎
の
幕
末
期
に
お
け
る
政
治
的
活
動
の
一
端
が
、
具
体
的
に
あ
き
ら
か
に
な
る
こ
と
と
思
わ
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れ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
書
簡
と
と
も
に
装
輔
さ
れ
て
い
る
九
通
の
文
書
類
で
あ
る
が
、

ー
を
別
と
し
て
、
時
期
的
に
こ
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
大
別
で
き
る
。
び
と
つ
は
、
武
四
郎
の
書
簡
と
同
時
期
の
も
の
で
、

5
の
よ
う
に
書
簡
中
に
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

7
も

お
そ
ら
く
は
書
簡
に
同
封
し
て
送
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

8
は
そ
の
内
容
お
よ
び
時
期
か
ら
み
て
、
足
代
家
が
独
自
に
収
集
し

55 

た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
も
う
一
つ
は
、
幕
府
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
第
二
次
長
州
征
伐
発
令
後
の
状
況
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
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慶
応
元
年
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
に
言
及
し
た
書
簡
で
も
発
見
さ
れ
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
か
ぎ

り
は
足
代
家
が
収
集
し
た
風
間
書
で
あ
る
と
考
え
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
れ
ら
九
通
の
文
書
類
は
か
な
ら
ず
し
も
武
四
郎
に
か
か
わ
り
を
も
つ
も
の
ば
か
り
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
が
、

管
見
の
範
囲
に
お
い
て
、
ま
だ
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
点
か
ら
、
書
簡
と
と
も
に
こ
こ
に
一
括
し
て
紹
介
す

る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
す
で
に
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
表
題
の
み
を
記
し
、
簡
単
な
注
記
を
付
し
て
お
い
た
。

な
お
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
ハ
円
各
史
料
の
配
列
を
ほ
ぼ
年
代
順
に
な
る
よ
う
に
し
、

そ
れ
ぞ
れ
番
号
を
付
し
て
お
い
た
。
口
漢
字

は
で
き
る
だ
け
当
用
漢
字
を
用
い
、
変
体
が
な
は
普
通
が
な
に
改
め
る
よ
う
に
し
た
。
臼
読
解
の
便
宜
を
考
慮
し
て
、
適
宜
読
点
を
付

し
た
。
四
平
出
・
閥
字
は
一
字
分
を
空
白
と
し
た
。
国
各
史
料
に
は
簡
単
な
注
を
施
し
て
お
い
た
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
史
料
の
閲
覧
お
よ
び
紹
介
を
お
許
し
下
さ
っ
た
吉
永
孝
雄
氏
の
御
好
意
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
。

1 i主

竹
四
郎
と
も
書
く
。
文
政
元
年
二
月
六
日
、
郷
土
松
浦
桂
介
と
と
く
子
と
の
四
男
と
し
て
伊
勢
国
一
志
郡
須
川
村
小
野
江
に
生
る
。

誇
は
弘
、
字
は
子
重
、
崇
惰
・
柳
田
・
柳
湖
・
雲
津
・
雲
川
・
馬
角
斎
・
多
気
志
棲
・
北
海
・
憂
北
生
な
ど
と
号
し
た
。
明
治
二
十

一
年
二
月
一

O
目
、
脳
溢
血
の
た
め
急
逝
。
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
本
文
お
よ
び
注
で
言
及
し
て
い
る
諸
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

吉
田
武
三
に
は
こ
の
ほ
か
『
評
伝
・
松
浦
武
四
郎
』
（
昭
和
三
十
八
年
）
『
松
浦
武
四
郎
』
（
昭
和
四
十
二
年
・
人
物
叢
書
）
な
ど
が

あ
る
。
そ
の
他
の
も
の
と
し
て
は
、
更
科
源
蔵
『
松
浦
武
四
郎
・
蝦
夷
へ
の
照
射
』
（
昭
和
四
十
八
年
）
新
谷
行
『
北
方
史
の
証
言
者
・

松
浦
武
四
郎
と
ア
イ
ヌ
』
（
昭
和
五
十
三
年
）
や
そ
の
考
古
学
上
の
功
績
を
論
じ
た
斎
藤
忠
「
松
浦
武
四
郎
の
考
古
学
観
」
（
『
日
本

歴
史
』
第
三
七
八
号
〔
昭
和
五
十
四
年
〕
）
な
ど
。

武
四
郎
の
著
作
の
翻
刻
と
し
て
、
古
い
も
の
で
は
日
本
古
典
全
集
中
に
『
多
気
志
棲
蝦
夷
日
誌
集
』
全
三
巻
（
昭
和
三
年
）
が
あ
り
、

2 
（

3
）
 



松浦武四郎幕末書簡および関連文書57 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

戦
後
の
も
の
で
は
吉
田
常
吉
校
訂
『
東
西
蝦
夷
日
誌
』
全
二
巻
（
昭
和
三
十
七
年
）
吉
田
武
三
校
訂
コ
二
航
蝦
夷
日
誌
』
全
二
巻
（
昭

和
四
十
五
・
四
十
六
年
）
吉
田
武
三
編
司
松
浦
武
四
郎
紀
行
集
』
全
三
巻
（
昭
和
五
十
j
五
十
二
年
）
高
倉
新
一
郎
校
訂
『
竹
四
郎

廻
滞
日
記
』
（
昭
和
五
十
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
吉
田
武
三
『
拾
遺
・
松
浦
武
四
郎
』
（
昭
和
三
十
九
年
）
『
増
補
・
松

浦
武
四
郎
』
（
昭
和
四
十
一
年
）
『
定
本
・
松
浦
武
四
郎
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

吉
田
武
三
『
定
本
・
松
浦
武
四
郎
』
下
に
収
録
。
横
山
健
堂
は
『
簡
約
松
浦
武
四
郎
伝
』
と
題
し
て
い
る
。

同
前
、
上
、
三
五
三
頁
。

荒
川
久
寄
夫
「
松
浦
武
四
郎
研
究
覚
書
｜
｜
特
に
嘉
永
六
年
か
ら
安
政
三
年
の
期
間
を
中
心
に
l
｜
」
（
「
芸
林
』
第
二
八
巻
三
号
〔
昭

和
五
十
四
年
〕
）
。
な
お
、
神
宮
文
庫
蔵
『
松
浦
武
四
郎
書
簡
』
は
全
四
冊
で
、
武
四
郎
自
筆
の
書
簡
を
中
心
に
別
人
の
筆
写
し
た
書

簡
も
交
え
、
そ
れ
に
書
簡
に
同
封
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
文
書
類
を
綴
じ
こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
書
簡
の
宛
名
は
す
べ
て
足
代
弘

訓
に
な
っ
て
い
る
。
荒
川
論
文
で
は
、
書
簡
に
つ
い
て
の
み
概
略
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
は
書
簡
・
文
書
類
を
含
め
た

全
文
の
翻
刻
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

第
一
輯
は
昭
和
四
年
、
第
二
輯
は
昭
和
五
年
、
第
三
輯
は
昭
和
十
二
年
、
第
四
輯
は
昭
和
十
三
年
に
そ
れ
ぞ
れ
発
行
さ
れ
て
い
る
。

す
べ
て
非
売
品
と
し
て
知
友
に
配
布
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
第
三
輯
以
降
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
書
簡
を
収
録
す
る
た
め
と
い

う
理
由
か
ら
、
諸
家
の
解
説
は
省
か
れ
書
簡
の
み
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

天
明
四
年
、
伊
勢
国
山
田
の
外
宮
禰
宜
の
家
に
生
れ
る
。
幼
名
慶
二
郎
、
そ
の
後
式
部
・
権
太
夫
。
寛
居
と
号
す
。
荒
木
田
久
老
・

本
居
春
庭
・
本
盾
大
平
・
亀
田
末
雄
な
ど
に
学
ぷ
。
大
塩
平
八
郎
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
安
政
三
年
十
一
月
五
日
、
山
田
で
病
死
。

享
年
七
十
三
。

ロ
ー
マ
数
字
は
冊
数
番
号
、
算
用
数
字
は
各
冊
の
書
簡
番
号
。
な
お
、
各
冊
と
も
欠
番
が
あ
る
の
は
、
同
封
さ
れ
て
い
た
文
書
類
が

綴
じ
こ
ま
れ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

7 8 9 

徳
川
斉
昭
上
書
（
省
略
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天
保
十
一
年
五
月
九
日
、
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
が
当
時
の
老
中
首
座
水
野
忠
邦
に
差
し
出
し
た
蘭
学
の
制
限
を
求
め
る
上
書
で
あ
る
。

『
水
戸
藩
史
料
』
別
記
上
一
二
三
・
一
二
四
頁
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
史
料
右
隅
に
「
左
者
蘭
学
之
儀
ニ
付
水
戸
様
昨
五
月
九
日
上
書

之
様
写
し
差
上
申
候
」
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
。

井
村
侍
太
夫
様
。
届
書
状
請
取
候
、

一
通
差
上
申
候
、

2 

書
簡
I
（
安
政
元
年
二
月
十
一
日
）

〔
朱
〕
二
月
十
一
日
出

二
月
廿
四
日
着

正
月
十
九
日
御
認
御
書
翰
、
七
日
ニ
相
達
し
拝
見
、

万
ミ
有
難
奉
存
候
、

支豆一写
平~百本
書）疋九
状図

御
恵
投
、
万
ミ
有
難
奉
存
候
、

仁
朱

児
玉
町
一
6
御
恵
投
、
万
ミ
有
難
奉
存
候
、

岡
田
郡
一
6
之
御
届
書
、

仁
朱
入
書
状

書
状

井
村
氏
6
、

右
之
通
、
惜
ニ
落
手
仕
候
、
児
玉
氏
え
報
礼
仕
候
害
ニ
御
座
候
、
後
便
差
上
申
候
問
、
宜
敷
御
伝
音
奉
願
候
、



わ

5
）

、

、

（

候

脱

力

）

遭
厄
紀
事
一
本
出
来
仕
候
得
共
今
少
し
ア
メ
リ
カ
出
帆
後
迄
御
待
奉
願
候
少
し
斗
静
ニ
相
成
ハ
＼
早
ミ
写
し
口
玉
上
仕
候
、

一
、
御
書
中
、
鍋
島
・
黒
田
打
死
之
事
、

い
ふ
か
し
く
奉
存
候
、
此
方
一
向
話
し
無
之
候
、
然
し
、
風
唱
ニ
鍋
島
・
黒
田
同
志
打
致
し

松浦武四郎幕末書簡および関連文書

候
等
申
事
を
承
り
申
候
、
其
事
と
入
組
候
哉
と
奉
存
候
、

（

鍋

島

直

正

）

（

黒

田

長

薄

）

鍋
島
公
廿
七
日
佐
賀
出
立
、
大
晦
日
台
場
諸
国
メ
引
渡
し
ニ
相
成
候
由
、
黒
田
候
者
正
月
三
日
福
岡
へ
御
帰
城
之
由
、
御
屋
敷
一
一
申
来

（

確

執

）

（

日

）

（

マ

、

）

り
候
問
、
何
れ
両
家
隔
志
つ
の
事
者
有
之
候
、
其
話
し
等
川
北
し
候
哉
と
奉
願
候
、

一
、
此
度
長
州
・
肥
後
雨
家
、
三
本
道
野
町
免
ニ
相
成
候
ニ
付
、
鍋
島
念
公
辺
へ
、
此
度
両
家
者
何
の
軍
功
有
之
候
而
三
本
道
具
御
免

ニ
相
成
候
哉
、
古
来
’
S
三
本
道
具
之
義
者
仙
台
・
薩
州
之
外
必
無
之
候
事
と
存
候
、
然
る
ニ
此
度
、
両
家
御
固
メ
被
仰
付
候
一
一
付
御
免

一
一
相
成
候
由
、
左
様
有
之
候
ハ
＼
私
家
・
黒
田
両
家
者
累
年
長
崎
表
御
固
相
勤
居
事
故
、
私
共
等
両
家
へ
御
免
被
仰
付
候
而
よ
り
之

事
か
と
奉
存
候
由
御
尋
ニ
相
成
候
由
、
是
と
申
候
も
全
く
公
辺
之
威
光
薄
ら
き
候
よ
り
の
事
ニ
御
座
候
、

一
、
此
比
仙
台
ニ
而
親
の
敵
打
ま
た
山
伏
の
人
殺
し
等
有
之
候
得
共
、
何
分
事
長
き
故
、
後
便
申
上
候
、

一
、
酒
直
段
向
之
事
、
全
く
御
上
様
6
御
世
話
有
之
候
間
之
事
と
泰
存
候
、
谷
中
町
酒
屋
物
を
此
度
安
ぐ
う
り
候
問
、
此
間
褒
美
ニ
相

成
候
、

一
、
銭
相
場
、

一
朱
銀
出
来
ニ
付
、
へ
百
廿
四
文
位
ho
十
六
文
迄
也
、

（
マ
、
）
（
井
戸
弘
道
）

井
戸
岩
見
守
様
、
此
度
通
商
之
御
議
論
ニ
相
成
候
様
之
事
一
一
御
座
候
ハ
、
、
私
共
今
日
退
役
相
頼
候
由
時

一
、
四
日

殿
中
大
評
定
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上
ら
れ
候
、

（
松
平
忠
固
）

松
平
伊
賀
守
様

（
徳
川
斉
昭
）

老
侯
必
通
商
者
先
第
一
国
体
を
失
ひ
、
後
甚
可
恐
事
也
、

是
非
打
払
難
ケ
敷
候
問
、
通
商
可
然
候
事



60 

（
阿
部
正
弘
）

阿
部
伊
勢
守
様

（
牧
野
忠
雄
）

牧
野
備
前
守
様

（
松
平
乗
会
）

松
平
和
泉
守
様

（
久
世
広
周
）

久
世
大
和
守
様

（
内
藤
信
忠
）

内
藤
紀
伊
守
様

御
多
分
ニ
も
れ
不
申
候
、
然
し
打
払
可
然
候
、

同
し

無
言
、
然
し
御
多
分
ニ
も
れ
不
申
候
、

打
払
可
然
候
、

無
一
言
、
御
多
用
ニ
不
洩
申
候
、

其
外
、
御
若
年
寄
衆
多
く
無
言
、

（
井
戸
覚
弘
）

井
戸
対
馬
守
様

老
侯
日

上
様
御
内
意
も
有
之
候
問
、
兎
角
平
穏
ニ
相
な
た
め
、
必
兵
端
を
不
開
候
様
と
、
老
侯
へ
言
上
、

別
に
内
意
と
申
事
者
無
之
筈
ニ
御
座
候
、
去
年
十
一
月
期
日
、
国
中
大
小
名
共
へ
被
仰
遣
有
之
候
事
v

是
ハ
則

私
共
え

上
様
御
尊

意
ニ
而
、
是
・
6
外
ニ
廟
議
無
之
候
事
ニ
存
候
、
別
段
内
意
と
申
候
者
何
事
ニ
有
之
候
哉
、
と
相
尋
候
、

閉
口

井
戸
対
馬
守

（
林
復
斎
）

林
祭
主

閉
口

五
日
松
平
伊
賀
守
重
而
又
、
先
ミ
然
し
打
払
見
合
候
様
之
沙
汰
候
ニ
而
退
出
す
）

老
侯
御
引
込
、
風
邪
重
り
候
問
、
登
城
相
断
申
候
由
御
届
百
）

其
時
、
上
使
三
度
是
非
老
侯
今
一
度
御
登
城
被
下
候
様
と
の
上
意
ニ
而
、
昼
後
登
城
被
相
成
候
、
先
以
通
商
者
無
事
と
相
定
候
百
）

（
街
カ
）

夕
方
、
考
侯
御
下
り
、
面
色
甚
よ
ろ
し
く
、
水
戸
屋
敷
天
下
分
固
め
の
大
評
定
と
、
其
日
の
御
下
り
を
相
談
申
候
処
、
存
外
御
機
嫌
よ

く
相
成
候
、

林
大
学
・
井
戸
対
馬
守
、
又
金
奈
川
へ
出
立
候
、

同



六
日

老
侯
登
城
、

七
日

夕
方
’
6
急
廻
状
諸
大
名
諸
旗
本
へ
廻
り
候
、
写
し
別
紙
差
上
申
候
、
右
者
、
八
日
の
臼
取
－
一
致
し
有
之
候
者
、
頭
九
ο相
出
し
候

日
附
－
一
有
之
候
、

/¥ 
日

三
将
ア
ワ
タ
ム
勾
・
四
将
コ
ン
チ
1
3府
浜
へ
応
接
場
所
見
物
ニ
上
陸
、

九
日

明
日
応
援
ニ
付
、
祝
焔
打
候
御
触
出
申
候
、
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十
日

応
接
二
相
成
候
処
、
未
た
知
何
様
之
義
一
一
相
成
候
哉
不
承
候
、
尚
、
十
五
日
又
ミ
申
上
候
、

拐
、
此
四
日
之
大
評
定
之
事
、
世
話
え
も
れ
候
て
者
迷
惑
仕
候
、
其
段
よ
く
御
熟
察
奉
願
候
、
実
ニ
此
度
之
書
状
者
、
鳩
巣
の
麗
沢
秘

綜
ど
同
様
之
事
故
、
其
段
呉
ミ
も
御
拝
察
被
成
下
候
、
津
井
松
坂
辺
ヘ
者
、
必
ミ
御
遺
被
致
者
御
断
申
上
候
、

て
松
郎
一
え
山
本
之
書
状
か
し
置
申
候
、
此
節
何
角
御
世
話
ニ
御
座
候
へ
共
、
と
り
も
と
し
送
り
被
成
下
候
様
奉
願
候
、

十
一
日
夜
認
メ

松
浦
竹
四
郎

足
代
権
太
夫
様
玉
案
下

俄
羅
斯
一
位
究
崎
出
立
之
節
置
書
簡
之
主
意

川
町
附
）
・
筒
指
一
同
人
与
逢
候
得
共
、
一
向
権
か
無
故
ニ
物
事
片
っ
か
す
、
我
等
も
遠
方
之
処
無
た
道
を
参
り
候
与
申
も
の
也
、
先
此
度
者
、

此
書
翰
を
持
本
国
え
一
度
帰
り
、
又
ミ
江
戸
近
辺
へ
参
り
候
問
、
よ
く
相
談
を
い
た
し
、
交
易
可
仕
候
事
、

と
相
認
メ
候
由
、
風
唱
承
り
申
候
、
又
ョ
後
便
申
上
候
、
先
者
早
ミ
護
言
、

61 

呉
ま
も
四
日
大
評
定
之
事
、
津
へ
も
れ
さ
る
様
奉
願
候
、
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注
（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

伊
勢
岡
本
に
居
住
し
て
い
た
狂
歌
師
井
村
樹
梯
の
こ
と
か
。
中
村
英
彦
編
『
度
会
人
物
誌
』
（
度
会
郷
友
会
・
昭
和
九
年
）
参
照
。

本
居
大
平
を
さ
す
か
。

児
玉
尚
高
。
左
太
夫
と
称
し
、
常
蔭
・
定
屑
と
号
し
た
。
久
志
本
常
伴
と
と
も
に
足
代
弘
訓
門
下
の
又
壁
と
称
さ
れ
た
。

岡
田
十
蔵
。
足
代
弘
訓
に
学
び
、
後
に
国
学
者
で
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
た
佐
々
木
弘
綱
の
こ
と
で
あ
る
。
佐
々
木
信
綱
の
父
。

『
遭
厄
日
本
紀
事
』
。
一
八
一
一
年
に
日
本
官
憲
に
逮
捕
さ
れ
た
ゴ
ロ

l
ニ
ン
の
手
記
。
嘉
永
六
年
、
ロ
シ
ア
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン

と
の
交
渉
に
あ
た
り
、
川
路
聖
護
も
そ
の
日
本
語
を
参
照
し
て
い
る
。

津
の
豪
商
川
喜
多
久
太
夫
。

通
常
、
国
持
大
名
の
大
名
行
列
に
は
、
供
先
に
二
本
一
対
の
槍
を
立
て
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
と
く
に
三
本
の
槍
を
立
て

る
こ
と
を
許
す
こ
と
。
薩
摩
・
仙
台
両
藩
の
み
許
さ
れ
て
い
た
。

嘉
永
六
年
十
一
月
一
日
の
「
亜
墨
夷
御
接
待
令
」
。
『
績
徳
川
賓
紀
』
第
三
篇
参
照
。

藤
田
東
湖
は
そ
の
『
申
寅
日
暦
』
に
、
こ
の
日
の
評
定
に
つ
い
て
「
四
日
御
登
城
、
両
度
惣
閣
老
へ
御
逢
閣
老
之
内
別
而
上
田
侯

御
応
対
御
論
判
上
田
侯
尤
和
議
を
主
と
し
候
由
、
林
大
学
井
戸
封
州
へ
も
御
逢
何
れ
も
和
議
、
御
退
散
遅
く
夜
五
ツ
時
、
帰

御
直
臣
戸
田
大
夫
一
同
奉
侍
四
時
退
出
但
嘗
公
御
一
同
に
奉
伺
廟
議
い
よ
／
＼
不
振
」
と
記
し
て
い
る
。

水
戸
斉
昭
は
そ
の
手
記
に
「
五
日
、
昨
日
廟
議
之
模
様
少
し
も
不
振
去
月
下
旬
よ
り
昨
日
候
迄
之
模
様
墨
夷
之
鉾
を
折
き
候

評
議
ハ
無
之
只
々
和
議
を
主
と
し
我
等
一
人
不
承
知
ゆ
へ
老
中
始
メ
総
が
う
り
に
て
我
等
を
説
つ
け
是
非
和
議
へ
同
心
い
た

し
候
様
ニ
と
の
事
に
て
不
堪
憤
悶
此
ま
、
便
々
登
城
し
た
し
候
而
ハ
恐
入
候
ゆ
へ
今
日
ハ
風
気
と
申
立
登
城
延
引
」
と
書
き

つ
け
て
い
る
（
『
水
戸
藩
史
料
』
上
篇
乾
二
六
四
・
二
六
五
頁
）
。

藤
田
東
湖
『
甲
寅
日
暦
』
に
よ
れ
ば
、
五
日
夜
に
阿
部
正
弘
か
ら
「
御
不
快
御
押
被
遊
候
而
も
明
六
日
御
登
城
に
相
成

候
様
」
と
の
呈
書
が
来
て
、
通
商
不
許
可
の
方
針
が
定
め
ら
れ
た
の
は
そ
の
六
日
の
閣
議
に
お
い
て
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
「
其
時
上
使
三
度
」
か
ら
「
金
奈
川
へ
出
立
候
」
ま
で
は
、
つ
ぎ
の
「
六
日
」
の
項
に
来
る
べ
き
も
の
と
思
わ

れ
る
。
米
国
東
イ
ン
ド
艦
隊
指
揮
官
へ
ン
リ
1

・
ア
ダ
ム
ス
中
佐
。

7 6 9 8 10 （日）
12 
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（日）
（日）
（日）
（日）
（口）
（国）

同
前
大
尉
参
謀
コ
ン
テ
ィ
。

徳
川
吉
宗
の
侍
講
で
あ
っ
た
室
鳩
巣
の
『
麗
沢
兼
山
秘
策
』
。

松
田
雪
珂
。
縫
殿
と
称
し
た
。
維
新
後
、
皇
太
神
主
典
。
大
講
義
を
兼
ね
る
。

ロ
シ
ア
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
一
行
。
嘉
永
六
年
十
二
月
五
日
長
崎
来
航
。
翌
年
一
月
八
日
退
去
。

川
路
聖
護
。
、
勘
定
奉
行
兼
海
防
掛
。
嘉
永
六
年
、
筒
井
政
憲
と
と
も
に
長
崎
へ
出
張
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
の
交
渉
に
あ
た
る
。

筒
井
政
憲
。
大
目
付
格
と
し
て
、
川
路
聖
護
と
と
も
に
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
の
受
渉
に
あ
た
る
。

3 

書
簡
E
（
安
政
元
年
三
月
五
日
）

愈
御
安
泰
奉
賀
候
、
然
者
、
未
た
墨
夷
滞
船
仕
候
、
然
る
に
此
地
者
な
れ
こ
に
相
成
候
、
武
備
も
寝
入
申
候
、
知
何
ニ
も
致
し
方
無
之

候
次
第
、
子
今
、
舶
夷
人
共
者
追
ミ
と
土
人
ニ
な
れ
申
候
、
内
証
ニ
而
者
少
し
ツ
冶
交
易
を
致
し
候
由
、
皆
股
引
の
落
日
一
一
百
文
銭
の

五
六
枚
ツ
冶
隠
し
持
居
候
由
承
り
申
候

一
、
浦
賀
ニ
而
此
問
、
江
戸
6
参
り
候
も
の
、
鯛
を
奉
見
申
候
由
、
是
も
極
内
ミ
交
易
致
し
候
由
の
沙
汰
有
之
申
候
、
其
鍋
身
者
一
向

切
不
申
候
、
然
し
金
白
物
到
而
よ
ろ
し
き
よ
し
、
金
者
極
上
品
の
よ
し
、
銀
者
至
而
下
品
な
り
と
承
申
候
、

一
、
某
目
、
此
方
’
hο
御
渡
し
ニ
相
成
候
新
身
、
二
本
と
申
候
ぃ
2
）

一
本
者

63 

備
後
国
作
邦
彦

長
サ
弐
尺
六
寸
三
分

石
堂
助
三
郎
是

同

弐
尺
四
寸
五
分
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右
、
白
鞘
ニ
而
遣
し
ニ
相
成
由
、
夷
人
共
知
何
ニ
も
是
也
と
悦
ひ
申
候
ひ
し
由
也
、

初
、
ヘ
ル
リ
ho将
軍
家
ニ
も
鍋
を
献
上
致
セ
し
由
な
る
か
、
是
も
後
之
作
万
乃
よ
し
、
然
し
、
館
者
金
銀
を
用
ひ
た
り
と
、

mm
門口

廿
九
日

廿
二
日
ニ
下
回
へ
行
候
ひ
し
二
般
の
船
、
金
奈
川
三
民
り
候
ひ
し
由
、

日

二
鰻
文
出
船
ニ
相
成
候
、
当
時
六
鰻
居
申
候
、
御
目
附

E）

松
本
十
郎
兵
衛
、

阿
部
伊
勢
守
様
於
新
番
部
屋

三
月
朔
日

今
日
又
、
浦
賀
’
S
急
飛
騨
申
来
り
候
由
、

ロ
シ
ア
船
今
暁
’
6
何
処
へ
か
参
り
、
帆
形
不
相
見
申
候
、
是
－
一
而
松
本
も
、
先
出
立
見
合
ニ

魯
西
亜
船
浦
賀
ニ
渡
来
仕
候
ハ
、
、
早
ミ
罷
越
、
応
接
可
仕
候
者
也

と
被
仰
付
有
之
申
候
、
急
支
度
出
来
申
候
、

此
事
者
、
去
月
廿
八
、
九
日
比
A
O
、
浦
賀
近
く
ニ
魯
西
亜
の
旗
章
立
候
船
四
鰻
見
候
ひ
し
由
ニ
而
也
、

四
日

今
日
御
城
ニ
而
、
筒
井
・
川
路
・
松
本
三
人
大
議
論
有
之
申
候
ひ
し
由
也
、
頗
る
此
度
者
、
松
本
者
勢
つ
よ
く
有
之
申
候
、

相
成
候
、

O
筒
井
・
川
路
両
人
共
ニ
、
早
ミ
入
船
次
第
浦
賀
行
之
支
度
ニ
御
座
候
、

筒
井
侯
の
話
ニ
、
到
而
ロ
シ
ア
船
者
老
人
を
大
切
－
一
致
し
、
何
を
申
候
て
も
、
尤
も
／
＼
と
申
、
如
此
不
敵
な
る
置
手
紙
を
致
し
参
り

候
事
、
如
何
ニ
も
残
念
な
り
、
と
申
居
ら
れ
候
由
也
、

O
二
月
廿
日
前
後
、
ロ
シ
ア
船
三
般
常
州
鹿
之
田
沖
ニ
市
漂
居
申
候
也
、
大
瞭
廿
発
致
し
候
ひ
し
由
也
、
届
出
申
候
、

（
阿
部
正
弘
）

O
福
山
侯
も
評
判
不
宜
、
此
度
ア
メ
リ
カ
船
へ
の
返
翰
を
、
福
山
の
家
中
小
島
五
有
ど
申
も
の
ニ
認
さ
セ
候
ひ
し
と
申
事
ニ
御
座
候
、

先
公
来
之
御
右
筆
有
之
候
ニ
藩
士
ニ
書
セ
候
事
、
如
何
ニ
も
不
審
な
り
と
世
間
ニ
而
評
判
有
之
申
候
、



一
、
林
家
大
不
評
判
、
井
戸
者
少
し
勢
よ
ろ
し
、

一
、
阿
部
様
不
評
判
い
久
世
様
大
極
上
、
其
外
老
中
皆
わ
ろ
し
、

一
、
井
戸
石
見
守
大
極
上
能
き
よ
し
、
浦
賀
奉
一

mr両
人
隔
心
有
之
候
、

一
、
長
崎
奉
前
一
も
隔
心
有
之
候
、
然
し
大
沢
者
当
十
五
日
比
6
江
戸
着
ニ
相
成
申
候
、

一
、
蝦
夷
行
、
堀
織
筋
一
も
大
不
評
判
、
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其
外
、
諸
大
名
御
国
人
数
も
段
ミ
申
上
候
通
、
細
川
・
毛
利
も
少
し
不
平
一
一
相
成
申
候
、
先
者
早
ミ
謹
言
、

五
日
夜

弘

足
代
先
生玉
案
下

注
（

1
）
 

（

2
）
 

ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
。

こ
れ
は
二
月
二
十
六
日
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
二
本
の
万
に
つ
い
て
は
『
安
政
甲
寅
日
記
』
二
月
十
九
日
条
に
み
え
る
（
『
大

日
本
維
新
史
料
』
第
二
篇
ノ
五
、
二
三
頁
）
。

松
本
穀
賞
。
後
に
駿
河
守
・
出
雲
守
と
な
る
。
幕
末
に
い
た
る
ま
で
、
武
四
郎
の
庇
護
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
発
令
書
は
『
大

日
本
古
文
書
・
幕
末
外
国
関
係
文
書
之
五
』
四
四
一
一
貝
お
よ
び
『
大
日
本
維
新
史
料
』
第
二
篇
ノ
五
、
一
二
五
七
・
三
五
八
頁
に
み
え
る
。

松
本
が
川
路
・
筒
井
と
と
も
に
ロ
シ
ア
使
節
と
の
応
接
の
た
め
、
実
際
に
下
回
へ
出
発
す
る
の
は
、
こ
の
年
の
十
月
十
七
日
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
さ
い
、
武
四
郎
も
松
本
の
従
者
と
し
て
同
行
し
て
い
る
。

『
績
徳
川
賓
紀
』
第
三
篇
、
安
政
元
年
三
月
廿
九
日
条
に
「
魯
西
亜
国
江
差
遣
候
書
簡
」
を
「
相
認
」
め
た
と
し
て
「
阿
部
伊
勢
守

3 
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4 
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（

5
）
 

（

6
）
 

（

8
）
 

家
来
小
島
五
一
」
の
名
が
み
え
る
。
こ
の
人
物
の
こ
と
か
。

当
時
の
浦
賀
奉
行
は
伊
沢
美
作
守
政
義
と
戸
田
伊
豆
守
氏
栄
。

当
時
の
長
崎
奉
行
は
水
野
筑
後
守
忠
徳
と
大
沢
豊
後
守
定
宅
（
後
に
改
め
て
乗
哲
）
。

幕
府
目
付
堀
織
部
正
忠
照
。
後
に
籍
館
奉
行
・
外
国
奉
行
を
歴
任
。
こ
の
年
二
月
八
日
、
村
垣
淡
路
守
範
正
と
と
も
に
蝦
夷
へ
の
派

遣
を
命
ぜ
ら
れ
、
四
月
二
十
八
日
に
出
発
す
る
が
、
そ
れ
以
前
の
三
月
二
十
六
日
、
武
四
郎
に
も
同
行
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
松

前
藩
の
妨
害
に
あ
い
、
結
局
そ
の
こ
と
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

却
、
頭
墨
利
加
船
も
未
た
滞
留
、
此
間
少
し
出
帆
罷
成
候
得
共
、
未
た
七
鰻
居
申
候
、
朔
日
之
祝
焔
発
ち
、

一
向
相
か
わ
り
申
候
事
無

4
書
簡
匝
（
安
政
元
年
三
月
十
二
日
）

之
候
、
市
中
米
百
文
ニ

白
米

八
合
五
勺
6
九
合
位

同

銭
仁
朱
ニ

八
百
十
六
文
6
十
八
文
位

何
も
か
わ
り
候
事
無
之
、
市
中
の
人
気
ね
い
り
申
候
、
然
し
十
軒
店
の
雛
店
、
近
年
類
の
無
大
商
売
エ
相
成
候
由
、
文
吉
原
も
大
流
行

致
し
候
由
、

担
、
当
月
初
、
九
条
様
ho之
献
上
も
の
来
り
候
処
、
右
長
持
を
つ
り
来
り
候
を
、
藤
堂
平
之
丞
と
申
、
藤
堂
様
御
舟

ι
r千
石
ニ
而
湯

「其）

島
天
神
下
ニ
有
之
候
寄
合
ニ
而
、
火
事
場
見
廻
り
出
役
致
し
居
申
候
出
合
、
右
九
傑
様
家
来
・
6
、
拘
先
を
切
ル
と
て
若
党
共
大
ニ
打
擁

（マ、）

致
し
候
由
、
其
時
、
藤
堂
平
之
丞
追
込
ニ
相
成
、
若
党
・
中
元
皆
手
強
ニ
相
成
申
候
、
何
れ
七
日
か
十
日
も
相
立
候
市
御
役
御
免
ニ
相

成
候
風
説
－
一
有
之
申
候
、



（
立
花
鑑
寛
）

立
花
侯
の
う
た

よ
し
ゃ
身
者
浦
賀
の
浪
に
沈
む
と
も
砕
か
て
お
か
し
え
ミ
し
等
か
船

（
肥
後
藩
家
老
）

肥
後
家
中
長
岡
監
物
之
う
た

お
く
れ
し
の
心
は
お
な
し
梅
の
花
我
ぢ
弓
矢
の
道
の
駈

等
承
り
申
候
、
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七
日

薩
州
侯
御
着
ニ
相
成
申
候
、
廟
堂
ニ
而
も
何
事
か
申
出
候
物
と
、
大
ニ
御
発
奮
ニ
有
之
候
由
承
り
申
候
、
然
し
、
是
も
中
ミ
申

遣
し
候
事
者
無
之
候
と
奉
願
候
、

一
、
二
月
廿
三
日
仙
台
ニ
而
大
畑
廿
挺
程
試
有
之
候
処
、
右
之
内
五
挺
程
破
れ
申
候
、
庇
人
多
く
有
之
申
候
由
今
日
申
来
り
候
、
実
ニ
可

愁
事
－
一
有
之
申
候
、

一
、
滞
留
ア
メ
リ
カ
船
、
何
れ
四
月
五
月
比
も
居
候
由
風
唱
有
申
候
、
此
名
ヘ
ル
リ
者
メ
キ
シ
コ
を
取
候
人
ニ
有
之
候
由
、
当
時
世
界

三
ニ
傑
と
申
事
－
一
御
座
候
、

一
、
拐
、
献
上
も
の
等
の
書
附
者
、
先
達
而
も
申
上
候
か
、
其
品
実
ニ
皆
見
事
之
由
、
御
目
附
衆
話
一
一
御
座
候
、
然
し
懸
り
役
人
衆
の

も
ら
ひ
候
も
ノ
者
皆
、
長
サ
キ
ニ
而
俄
羅
斯
人
’
S
も
ら
ひ
候
品

6
透
か
わ
る
き
由
ニ
御
座
候
、

て
拐
、
其
節
、
筒
井
侯
者
六
尺
斗
も
有
姿
見
の
鏡
を
も
ら
わ
れ
候
ひ
し
由
な
る
か
、
是
等
等
者
実
一
一
前
代
未
聞
の
も
の
〉
よ
し
也
、

筒
井
侯
是
を
黒
田
侯
へ
預
置
れ
候
由
、
老
人
未
た
も
一
日
付
｝
）
す
と
申
沙
汰
有
之
候
、
其
外
、
中
村
為
抗
）
・
川
路
等
の
も
ら
ひ
候
品
、
皆
百

両
6
百
五
十
両
位
の
た
も
と
時
計
の
由
一
一
御
座
候
、

67 

然
る
そ
ア
メ
リ
カ
。
も
ら
い
候
品
者
、
皆
下
品
な
り
と
の
沙
汰
一
一
有
之
候
、
先
者
早
ミ
謹
一
言
、
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十
二
日

弘

寛
居
先
生

仙
台
侯
の
家
中
へ
被
仰
渡
書
写
し
差
上
申
候
す
）

宮
之
御
大
徳
を
以
、
太
平
之
基
を
被
為
開
、
御
代
ミ
様
守
成
之
道
被
為
守
、
二
百
齢
年
之
御
思
沢
ニ
奉
漏
候
者
、
一
人
も
無
之
者
申
迄
ニ

（

伊

達

朝

宗

）

（

伊

達

政

宗

）

も
無
之
、
当
家
之
義
ハ
、
近
衛
家
之
御
支
流
満
勝
寺
様
御
令
徳
、
御
代
三
御
同
様
一
一
被
為
継
、
就
中
、
貞
山
様
之
御
才
徳
を
以
、

門

土注

こ
の
歌
は
、
正
月
十
九
日
付
藤
田
東
湖
宛
書
簡
に
書
き
つ
け
た
も
の
（
『
大
日
本
維
新
史
料
』
第
二
篇
ノ
一
、
二
八
六
頁
）
。
東
湖
は

こ
れ
を
、
金
子
孫
次
郎
宛
の
書
簡
で
紹
介
し
て
い
る
（
同
第
二
篇
ノ
二
、
二
一
三
頁
）
。

中
村
持
万
。
勘
定
組
頭
。
川
路
・
筒
井
と
ロ
シ
ア
使
節
と
の
間
で
尽
力
し
た
。

5
を
参
照

3 2 
5 

去
丑
仙
台
侯
家
中
へ
御
諭
葺
）

（封）

当
年
不
慮
之
早
舷
ニ
付
、
国
務
海
防
之
義
、
不
得
止
、
此
節
恐
入
候
得
共
御
暇
相
願
、
如
願
被
仰
出
、
致
下
向
御
就
夫
、
存
慮
左
一
一
申

出
候
、

不
肖
之
身
、
惇
不
少
候
得
共
、
本
朝
之
義
ハ
万
国
ニ
指
勝

神
代
之
昔
hο

皇
統
連
綿
、
東
海
独
立
之
神
国
に
有
之
、
誠

東
日召

衆
始
大
小
之
諸
臣
等
之
義
気
、
御
奮
励
被
成
下
、
衆
と
倶
ニ
戦
争
之
折
ハ
荒
野
一
一
夜
を
被
為
明
、

又
ハ
霜
雪
を
被
為
侵
、
千
辛
万
苦
、

京
都
江
御
忠
勤
、

将
軍
家
江
御
奉
公
被
為
尽
候
、
不
尋
常
被
為
蒙
御
高
恩
、
皐
寛

御
忠
恕
故
と
乍
申
、
本
朝
之
藩
界
一
一
当
国
ヲ
被



御
拝
領
、
国
家
大
平
永
久
之
法
を
被
遊
御
創
業
候
儀
も
、
一
門
衆
始
メ
、
大
小
之
諸
臣
等
奉
羽
翼
候
故
之
義
、
誠
－
二
門
衆
ハ
勿
論
、

（マ、〕

大
臣
之
面
ミ
ハ
御
賓
命
忠
勤
之
品
を
以
、
家
禄
莫
太
被
成
下
、
誠
ニ
多
之
家
来
を
扶
持
、
其
徐
之
諸
臣
等
茂
、
忠
勤
之
厚
薄
を
以
知
行

（
伊
達
忠
宗
一
）

将
軍
家
江
御
忠
節
、
且
義
山
様

遊等
被
宛
行
、
農
工
商
之
類
、
其
業
を
励
候
御
取
扱
被
成
下
候
、
当
家
之
事
市
己
な
ら
す
、

京
都
及

御
以
来
御
代
量
、
一
門
衆
始
大
小
之
諸
臣
等
も
守
成
之
道
被
為
守
、
農
工
商
之
類
其
業
を
安
し
、
今
ニ
至
ま
て
二
百
齢
年
之
大
平
を
楽
候
、

偏
蒙
京
都
及
将
軍
家
之
御
恩
沢
、
改
而
為
申
諭
候
迄
も
無
之
候
処
、
天
保
両
年
之
凶
荒
A
O
猶
更
不
如
意
指
逼
候
方
よ
里
、
諸
士
之
面
ミ
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茂
、
往
ミ
廉
恥
之
心
を
失
、
眼
前
之
利
ニ
馳
候
風
俗
ニ
相
成
候
故
ニ
可
有
之
候
得
共
、
言
路
閉
塞
、
国
家
為
筋
之
義
申
出
候
類
も
先
ハ

将
軍
家
ho海
防
之
義
厳
ニ
被

無
之
、
然
ニ
天
保
凶
荒
A
O
天
変
地
妖
打
続
、
剰
、
外
冠
之
義
ニ
付
、

仰
出
候
処
、
当
六
月
浦
賀
之
事
等
、

仁
義
之
道
も
不
解
夷
人
共
、
侮
慢
挙
動
ニ
相
及
候
得
共
、
寛
仁
之
御
処
置
故
、
不
日
退
帆
、
上
下
之
大
慶
此
事
ニ
候
、
乍
去
、
其
後
も

長
崎
江
も
魯
西
亜
、
松
前
江
も
異
船
渡
来
之
由
、
右
様
外
題
有
之
義
、
上
古
人
O
更
ニ
不
相
聞
得
非
常
之
時
節
ニ
相
成
、
此
上
ハ
戦
争
ニ
可

相
及
難
計
、
然
ル
上
者
、
大
家
臣
ニ
ハ
勿
論
、
諸
士
之
面
ミ
茂
先
祖
ニ
て
御
先
代
奉
羽
翼
候
忠
勤
之
志
ヲ
継
、
天
下
国
家
之
為
忠
戦
相
励

候
義
ハ
素
6
之
義
ニ
候
得
共
、
万
一
茂
急
場
之
保
、
未
熟
之
所
業
有
之
候
る
い
、
面
ミ
祖
先
ヲ
忘
、

京
都
及

御
代
ミ
之
御
思
沢
ハ
不
及
申
、

（悟）

将
軍
家
之
御
鴻
恩
を
奉
忘
却
候
筋
ニ
相
成
、
不
済
事
ニ
候
問
、
前
文
之
趣
、
篤
と
勘
弁
仕
、
尤
と
覚
語
を
相
改
、
自
今
猶

更
倹
約
を
守
、
上
古
敦
朴
之
風
ニ
相
復
、
文
武
を
励
、
武
備
不
相
欠
様
無
用
之
費
を
省
、
有
用
之
備
専
て
一
心
懸
、
農
工
商
茂
弥
増
倹

約
を
守
候
て
業
を
励
、
非
常
之
節
、

本
朝
者
勿
論
、
国
家
之
恥
辱
ニ
不
相
成
様
、
精
き
可
心
懸
候
、

右
之
趣

一
門
衆
・
大
臣
之
面
ミ
ハ
不
及
申
、
諸
臣
等
迄
篤
と
相
心
得
、
国
家
之
為
筋
義
ハ
、
無
遠
慮
可
申
出
事
、

御
別
橋

69 

将
軍
家
ニ
而
茂
、
当
秋
中
厳
重
御
倹
約
被

仰
出
折
柄
者
、
於
四
民
不
如
意
ニ
而
者
、
非
常
之
節
、
行
届
兼
候
儀
見
得
渡
候
儀
ニ
候
、
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（
伊
達
斉
義
夫
人
）
（
伊
達
斉
邦
夫
人
）

右
之
向
者
、
天
下
ニ
対
不
相
済
事
ニ
候
、
依
而
真
明
院
様
勤
松
院
様
江
御
相
談
申
上
候
筋
も
有
之
、
側
向
之
義
ハ
勿
論
、
公
務
之
外
、

成
丈
、
猶
亦
向
五
ヶ
年
省
略
可
致
旨
、

一
統
当
時
之
弊
風
ニ
不
相
流
、
実
事
ニ
行
届
、
国
家
立
行
ニ
相
成
候
様
、
奉
行
始
相
心
得
、

門
衆
ハ
勿
論
、
大
小
之
諸
士
、
末
ミ
之
者
迄
行
届
候
様
可
相
守
事
、

6 

書
簡
町
（
安
政
三
年
二
月
二
日
）

土注

4
の
書
簡
と
一
緒
に
足
代
弘
訓
に
送
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
宮
城
県
図
書
館
蔵
『
楽
山
公
治
家
記
録
』
巻
之
十
三
、
嘉
永
六
年

十
一
月
十
七
日
条
に
、
「
親
書
シ
テ
一
藩
ニ
告
諭
シ
」
た
と
し
て
、
本
文
の
要
約
が
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
時
の
仙
台
藩
主

は
伊
達
陸
奥
守
慶
邦
で
あ
る
。

正
月
十
六
日
御
書
状
、
今
日
相
違
し
申
候
、
愈
御
安
泰
珍
重
奉
存
候
、

私
事
、
五
日
出
立
ニ
相
定
り
申
候
寸
害
状
者
段
ミ
川
北
へ
出
し
置
申
候
、
近
ミ
相
達
し
候
事
と
奉
存
候
、

金
百
疋
、
万
ミ
難
有
奉
存
候
、
尚
文
、
楢
林
応
ど
り
も
一
封
百
疋
、
是
又
恭
な
く
、
何
分
取
込
候
問
、
文
略
御
免
奉
願
候
、

敦
賀
の
花
田
惣
左
衛
門
事
、
承
知
仕
候
、

然
し
御
用
状
に
て
江
戸
へ
遣
し
、
水
戸
邸
加
藤
木
賞

3
rり
申
上
候
か
、
何
よ
り
弁
利
ニ
御
座
候
、
尚
、
追
ミ
加
藤
木
よ
り
も
書
状
差

上
申
候
問
、
御
文
音
奉
願
候
、

永
井
岩
之
丞
す
ず
蕃
頭
ニ
相
成
、
長
崎
奉
行
下
地
也
、
松
下
一
新
一
ω
か
わ
り
、
阿
部
駿
河
守
長
崎
行
ニ
相
成
候
、

一
学
様
少
し
不
平
、



本
目
信
濃
守
様
醐
劇
、
二
ノ
丸
留
主
居
被
仰
付
候
す
だ
不
平
也
、
松
本
十
郎
兵
衛
様
、
久
能
山
御
破
損
懸
り
被
仰
付
候
、
作
事
奉
行

下
地
也
、

其
外
、
別
段
役
か
へ
も
な
し

先
者
早
ミ
請
取
斗
差
上
申
候
、
後
者
旅
中
6
申
上
候
、

月

日

弘
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足
代
先
生玉
案
下

川
路
君
よ
り
私
え
目
録
一
封
と

半
切
も
の
え
古
人
の
語
を
書

は
て
／
＼
廼
末
い
か
な
ら
む
え
そ
志
ら
ぬ

計
李
か
ね
た
り
千
島
な
李
ケ
リ

聖
護

主

（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

幕
府
御
雇
、
蝦
夷
地
御
用
掛
と
し
て
、
実
際
に
江
戸
を
出
発
す
る
の
は
二
月
六
日
に
な
る
。

楢
林
昌
健
。
維
新
動
乱
期
に
は
二
見
一
鴎
と
名
乗
り
、
倒
幕
運
動
に
従
事
。

武
四
郎
の
親
友
の
一
人
。
水
戸
領
内
の
庄
屋
の
家
に
生
ま
れ
、
水
戸
城
下
吉
田
神
社
の
神
宮
を
へ
て
士
分
に
列
せ
ら
れ
る
。
平
野
正

太
郎
の
変
名
で
、
水
一
戸
藩
の
密
偵
を
務
め
て
い
た
。

永
井
尚
志
。
幕
府
目
付
。
諸
大
士
大
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
の
は
、
安
政
二
年
十
一
月
十
九
日
。
後
に
勘
定
奉
行
・
軍
艦
奉
行
を
歴
任
。

71 

4 
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結
局
、
長
崎
奉
行
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

浅
野
一
学
（
氏
綴
）
の
誤
り
。
幕
府
目
付
。
安
政
二
年
以
来
長
崎
在
勤
。
こ
の
年
正
月
二
十
四
日
に
、
阿
部
長
常
と
交
代
し
て
い
る
。

本
目
親
民
。
こ
の
年
正
月
二
十
二
日
発
令
。

久
能
山
派
遣
は
正
月
二
十
五
日
発
令
。
安
政
六
年
に
作
事
奉
行
に
な
っ
て
い
る
。

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 7 

羅
森
の
七
言
律
詩

ア
メ
リ
カ
船
中
ェ
乗
込
居
候
支
那
人
の
作
也

飲
酒
讃
書
数
十
年

烏
紗
頭
上
有
青
天

男
児
欲
上
凌
畑
閣

第
一
功
名
不
猶
賎

鯛
気
沖
脅
星
斗
遠

蒼
天
頭
上
有
豪
光

斉
家
治
国
平
天
下

大
学
中
庸
仔
細
看

甲
寅
春
月
題

贋
東
羅
新
）
（
印
）

土注

羅
向
喬
。
ペ
リ
l
艦
隊
に
同
乗
し
て
来
航
。
林
輝
『
墨
夷
応
接
録
』
（
『
大
日
本
古
文
書
・
幕
末
外
国
関
係
文
書
』
附
録
所
収
）
に
「
漢

文
者
羅
森
与
申
者
へ
為
相
認
候
事
ニ
御
坐
候
」
と
み
え
る
。
か
れ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
と
、
書
を
請
う
も
の
が
後
を
絶
た
な
か
っ

た
よ
う
で
、
か
れ
の
『
槙
日
本
日
記
』
（
同
前
所
収
）
三
月
初
旬
の
項
に
は
「
予
或
到
公
館
、
毎
々
多
人
請
予
録
扇
一
、
一
月



之
問
、
従
其
所
請
、
不
下
五
百
余
柄
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
か
れ
の
詩
は
、
『
大
日
本
古
文
書
・
幕
末
外
国
関
係
文
書
之
四
』

五
六
五
頁
に
二
首
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
詩
は
、
水
戸
藩
士
海
保
帆
平
の
服
紗
に
書
き
つ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
海

保
が
会
沢
正
志
な
ど
三
名
へ
差
し
出
し
た
書
簡
に
、
そ
の
後
半
部
分
が
記
さ
れ
て
い
る
（
『
大
日
本
維
新
史
料
』
第
二
篇
ノ
五
、

七
三
i
八
八
頁
）
。

8 

御
尋
箇
係
車
）
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（
稲
垣
長
明
）

て
此
度
、
測
量
之
夷
船
当
所
へ
可
致
入
津
風
間
ニ
付
、
貴
地
被
仰
合
之
次
第
、
委
細
用
人
共
迄
昨
日
被
仰
聞
候
趣
、
具
ニ
致
承
知
、
則
信
濃

守
へ
も
相
達
承
知
罷
在
候
事
、

一
、
右
夷
船
入
津
候
ハ
＼
早
速
御
案
内
可
申
付
候
事

て
夷
園
入
津
候
ハ
＼
早
速
外
国
御
奉
行
・
御
軍
艦
奉
行
井
御
目
附
様
へ
為
相
伺
、
都
而
御
差
図
之
通
相
心
得
、
万
端
入
念
取
扱
可

申
候
事
、

て
近
来
、
対
夷
人
ヘ
及
乱
妨
候
者
も
有
之
趣
ニ
而
、
所
ミ
御
園
等
被

仰
渡
候
御
振
合
一
一
付
、
当
方
之
義
も
右
ニ
准
、
城
下
為
相
圏
、
所
三

出
入
口
等
ニ
市
相
改
候
上
、
要
用
之
外
、
不
髄
成
者
出
入
差
留
可
申
心
得
之
事
、

但
し

此
義
者
両
御
奉
行
井
御
自
附
様
不
拘
御
差

図

信
濃
守
手
切

手
当
可

申｛寸
事

一
、
伊
雑
宮
之
儀
、
平
生
共
武
備
無
之
、
其
職
之
者
擁
之
人
数
を
以
守
護
罷
在
候
儀
一
一
付
、
夷
船
入
津
候
ハ
＼
出
帆
相
成
候
迄
、
固

人
数
彼
地
へ
差
出
し
置
、

宮
地
を
綴
し
候
義
者
勿
論
、
不
慮
之
儀
不
成
様
、
精
岩
手
当
可
申
付
心
得
之
事

但
し
、
固
人
数
差
出
し
候
迄
之
処
、
神
職
之
者
ニ
而
守
護
候
様
被
成
度
と
の
段
致
承
知
、
兼
而
其
筋
へ
申
達
可
霞
候
事
、

73 

一
、
伊
勢
両

宮
之
儀
者
、
平
生
共
非
常
之
節
者
、
不
拘
御
達
、
国
人
数
差
出
候
心
得
御
座
候
へ
共
、
此
度
之
儀
者
非
常
と
も
難
申
、



74 

都
而
其
筋
へ
伺
之
上
、
従
御
差
図
人
数
等
差
出
し
可
申
心
得
之
事
、

一
、
夷
人
、
二
見
辺
へ
上
陸
等
之
儀
者
、
小
林
御
奉
行
所
に
で
も
御
承
知
の
上
な
ら
て
ハ
、
容
易
御
聞
届
も
有
之
間
敷
哉
、
左
候
へ
ハ
、

御
内
所
A
O
万
端
御
指
揮
も
可
有
之
哉
、
信
濃
守
儀
者
御
他
領
之
事
故
、
難
任
存
意
候
事
、

但
し
、
鳥
羽
へ
上
陸
之
上
者
、
何
レ
へ
夷
人
相
越
候
と
も
、
始
終
警
国
人
数
差
添
可
申
心
得
ニ
御
座
候
へ
と
も
、
万
と
一
、
松
下
辺
・
二
見
等
へ
櫓
船
ニ
而
上
陸
之
時
ハ
、

人
数
差
出
候
義
難
相
成
候
、
右
等
之
義
ハ
、
小
林
御
奉
行
所
へ
兼
而
御
伺
置
相
成
候
ハ
、
、
御
都
合
哉
ニ
相
考
候
事
、

一
、
右
夷
船
入
津
候
ハ
＼
信
濃
守
心
得
方
之
儀
、
早
速
御
乗
組
御
役
方
迄
為
相
伺
、
御
差
図
次
第
、
夫
ミ
箇
保
書
を
以
、
御
心
得
及

10 

吉
川
監
物
A
O
差
出
書
之
写
（
省
略
）

御
案
内
可
申
候
事
、

主

（

1
）
 

内
容
か
ら
み
て
、
外
国
船
が
伊
勢
湾
内
に
入
港
し
た
さ
い
の
伊
勢
神
宮
周
辺
の
警
備
依
頼
に
対
す
る
鳥
羽
藩
か
ら
の
返
答
書
と
考
え

ら
れ
る
。
年
次
は
不
明
だ
が
、
文
中
に
外
国
奉
行
の
こ
と
が
み
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
安
政
五
年
七
月
八
日
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

9 

慶
応
元
年
丑
閏
五
月

毛
利
大
膳
家
老
共
6
歎
願
之
写
（
省
略
）

第
二
次
征
長
の
た
め
の
将
軍
家
茂
の
江
戸
進
発
を
聞
い
た
長
州
藩
が
、
岩
国
藩
主
吉
川
経
幹
に
と
り
な
し
を
求
め
て
送
っ
た
も
の
。

史
籍
協
会
叢
書
『
吉
川
経
幹
周
旋
記
・
三
』
一
一
一
六
j
一
二
九
頁
に
み
え
る
。
た
だ
し
そ
こ
で
は
「
五
月
」
と
な
っ
て
い
る
。



9
に
対
す
る
吉
川
経
幹
の
添
書
。
『
吉
川
経
幹
周
旋
記
・
三
』
一
二
九
頁
に
収
載
。
経
幹
は
閏
五
月
四
日
に
、
使
者
を
広
島
・
岡
山

両
藩
に
派
遣
し
て
い
る
。

11 

芸
州
’
6
届
書
（
省
略
）

松浦武四郎幕末書簡および関連文害

史
籍
協
会
叢
書
『
幕
府
征
長
記
録
』
二
六
五
・
二
六
六
頁
に
収
録
。
慶
応
元
年
閏
五
月
十
九
日
、

9
・
叩
の
両
状
と
と
も
に
広
島
藩

か
ら
尾
張
藩
に
渡
さ
れ
、
徳
川
慶
勝
か
ら
幕
府
に
呈
出
さ
れ
た
と
い
う
（
北
原
雅
長
『
七
年
史
』
下
〔
明
治
三
十
七
年
〕
）
。

12 

長
州
家
中
並
国
内
へ
被
触
候
書
付
之
新
）

（只）

此
度
大
樹
公
御
進
発
之
由
、
然
ル
上
ハ
、
唯
管
謝
罪
之
上
、
聞
届
有
之
候
ハ
う
大
幸
之
至
ニ
候
へ
と
も
、
万
一
承
引
無
之
時
ハ
、
不
得

止
可
及
一
戦
可
相
成
義
ニ
候
ハ
＼
飽
迄
謝
伏
致
し
、
自
然
聞
入
無
之
時
ハ
、
無
拠
右
之
覚
倍
ニ
候
問
、
身
魚
、
）
描
ち
可
蓋
忠
勤
様
、

偏
ニ
頼
入
候
事
ニ
候
、
尤
我
自
ら
之
忠
節
の
ミ
な
ら
す
、
祖
先
へ
之
忠
節
ニ
候
問
、
呉
ミ
頼
入
候
事
、

芸
州
A
O
取
次
ニ
而
差
出
ニ
相
成
候
趣
、
六
月
二
日
ニ
来

六
月
六
日
、
大
阪
城
ニ
而
諸
大
名
御
召
寄
評
論
、
但
し
、
大
樹
公
御
不
例
ニ
市
御
出
座
無
之
候
へ
と
も
、
捨
置
へ
き
儀
ニ
無
之
趣
を
以
、
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六
日
ニ
御
評
議
之
処
、
穏
便
之
御
沙
汰
ニ
相
成
候
趣
之
噂
也
、

（
藤
堂
高
猷
）

但
し
、
藤
堂
和
泉
守
殿
建
白
之
趣
、
御
採
用
之
由
也
、
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と注

前
段
の
触
書
は
、
慶
応
元
年
五
月
二
十
二
日
、
幕
府
と
の
決
戦
の
覚
悟
を
促
す
た
め
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
『
維
新
史
料
綱
要
』

参
照
）
。
後
段
は
、
家
茂
上
阪
中
の
風
聞
を
記
し
た
も
の
。

13 

膳
所
一
前
）

三
井
寺
小
姓
『
2
｝

O
河
瀬
太
宰

十

時

樽

川

（

4
）

O
回
申
芝
蔵
園
勇
ト
云

西
四
辻
太
夫
航
）

謄

所

脱

潜

｛

8
）

前
田
精
一

江
州
上
坂
本
日
吉
神
主
（
3
）

O
樹
下
岩
見

水

藩

（

5

鯉
沼
伊
織

膳
所
落
家
老
（
7
）

O
柴

田

亘

膳

所

儒

者

（

9

O
森
喜
右
衛
門

右
ハ
、
不
容
易
企
有
之
趣
相
聞
候
、

O
印
之
分
、
去
ル
十
四
日
御
百
捕
ニ
相
成
、
御
吟
味
有
之
候
趣
之
処
、
樹
下
岩
見
、

将
軍
家
大

鳳
輩
を
奪
ひ
、
十
津
川
へ
奉
退
、
其
上
事
を
起
し
候
巧
ニ
而

坂
御
着
城
之
上
、
京
都
人
数
も
多
分
大
阪
へ
可
罷
越
、
其
節
を
見
合
、

諸
侯
方
も
語
ら
ひ
候
所
、
御
同
意
之
方
も
候
へ
と
も
、
十
分
之
事
ニ
不
至
内
ニ
露
顕
い
た
し
、
御
百
捕
ニ
相
成
残
念
之
旨
申
達
候
趣
、

将
軍
家
を
打
留
候
巧
之
処
、
同
類
中
ho自
訴
い
た
し
た

り
と
も
云
、

O
又
一
統
ニ
ハ
、
将
軍
家
膳
所
へ
御
休
城
之
節
、
地
雷
火
仕
掛
、
同
所
ニ
而

一
、
、
膳
所
御
休
城
之
儀
、
御
家
老
御
使
番
、
守
山
へ
罷
出
被
相
伺
候
処
、
御
道
中
御
差
急
ニ
付
御
止
メ
、
大
津
御
止
宿
之
段
被
仰
出
、

膳
所
ハ
唯
門
〆
切
、
御
城
下
出
迎
ひ
御
馳
走
役
人
等
ハ
一
人
も
無
之
候
由

一、
J

十
七
日
彦
根
ニ
而
御
召
捕
、
同
所
へ
御
預
ケ
、



御
徒
頭

松
平
式
部
少
輔
様

御
用
人
山
鳥
連
右
衛
門

一
、
相
原
御
本
陣
前
ニ
雨
、
小
者
鉢
之
者
弐
人
、
短
筒
所
持
い
た
し
候
を
被
見
省
、
御
召
捕
ニ
相
成
、
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1 注

慶
応
一
元
年
間
五
月
、
第
二
次
征
長
の
た
め
上
洛
途
中
の
将
軍
家
茂
の
暗
殺
を
企
て
た
事
件
と
い
う
。
そ
の
全
容
お
よ
び
真
偽
は
不
明

と
さ
れ
て
い
る
が
、
結
果
と
し
て
、
当
時
の
膳
所
藩
尊
擾
派
は
壊
滅
さ
せ
ら
れ
た
。
北
原
雅
長
『
七
年
史
』
下
お
よ
び
『
新
修
大
津

市
史
』
第
四
巻
を
参
照
。
な
お
、
史
籍
協
会
叢
書
『
中
山
忠
能
履
歴
資
料
・
七
』
に
関
連
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

川
瀬
太
宰
。
間
五
月
十
四
日
、
新
撰
組
に
捕
え
ら
れ
る
。
翌
年
斬
首
。

樹
下
茂
国
。
し
ば
し
ば
岩
倉
具
視
の
命
を
う
け
て
活
動
し
て
い
た
と
い
う
。

十
津
川
郷
士
田
中
主
馬
蔵
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
幕
吏
に
捕
え
ら
れ
る
が
、
翌
年
脱
獄
。
そ
の
後
、
十
津
川
で
病
死
。
邦
男
と
も
称

し
て
い
た
。

水
戸
藩
士
鯉
沼
伊
織
の
こ
と
か
。
後
の
香
川
敬
三
。

西
四
辻
公
業
。

柴
田
百
一
理
。
こ
れ
は
誤
伝
で
あ
ろ
う
。

村
田
精
一
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
元
治
元
年
脱
藩
。
後
、
長
州
明
倫
館
の
教
官
と
な
る
。

膳
所
藩
校
遵
義
堂
教
授
森
祐
信
。
こ
の
年
十
月
二
十
一
日
処
刑
。
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